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二

臧
琳

『經
義
雜
記
』
と
そ

の
時
代
的
意
義

水

上

雅

晴

は
じ
め
に

從
來
、
清
代
の
學
術
史
を
論
じ
る
際
に
、
武
進
の
臧
琳

(字
は
盖
林
。
一
六
五
〇

～
一
七
一
三
)
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ

っ
た
と
言

っ
て
良
い
。
「諸
生
と

爲
り
て
三
十
年
、
未
だ
嘗
て

一
日
と
し
て
經
を
讀
ま
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
(『經
義
雜

記
』
自
序
)
と
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
經
書
の
研
究
に
專
念
し
、
そ
の
結
果
、
『經
義

雜
記
』
三
十
卷
を
著
し
た
が
、
閻
若
壕

二

六
三
六
～
一
七
〇
四
)
を

「夲
生
の
知

己
、

一
人
の
み
」
と
稱
し
て
い
る
よ
う
に
、
他
者
と
の
交
流
を
實
質
韵
に
絶
っ
て

い
る
状
態
だ

っ
た
か
ら
、
同
時
代
に
於
い
て
は
勿
論
、
沒
後
も
そ
の
名
を
知
る
者

は
殆
ど
居
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
減
琳
が
學
術
史
の
中
で
取
り
扱
う
べ
き
鬻

象
と
さ
れ
て
來
な
か

っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
面
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
臧
琳
が
沒
し

て
か

ら
凡
そ
八
十
年
の
後
に
、

一
大
韓
機
が
訪
れ

る
。
そ
の
經
緯
に
つ
い
て
、
阮
元

(
一
七
六
四
～

一
八
四
九
)
は
次
の
よ
う
に
設
明

し
て
い
る
。

乾
隆
五
十
四
年

(
一
七
八
九
)、

餘
姚
の
盧
學
士
文
招
 、
常

州
書
院

に
主

た

り
。
拜
經

(臧
庸
)、
往
き
て
經
學
を
受
げ
、
玉
林
先
生
の
著
す
所
の

『經

義
雜
記
』
を
抱

へ
て
學
士
に
質
す
。
學
士
、
之
に
驚
異
し
、
『經
典
釋
丈
』

を
校
す
る
中
に
干
て
、
多
く
其
の
説
を
引
く
。

(『琶
・經
室
二
集
』
卷
六

「賊
凹拜
經
別
傳
」)

盧
文
招

(
一
七
一
七
～
一
七
九
五
)
は
、
清
代

の
校
讎
學
に
於
け
る
大
家
で
あ
り
、

經
書
を
初
め
と
し
て
多
數
の
古
典
籍
を
校
勘
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
常
州
の
龍

城
書
院
に
主
講
と
し
て
赴
任
し
た
盧
文
招
に
鞠
し
て
、

臧
琳
の
玄
孫
の
臧
庸

(字

は
拜
經
。
一
七
六
七
～
一
八
一
一)
が

『經
義
雜
記
』
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
盧
文
招

は
そ
の
考
證
の
精
密
さ
に
驚
嘆
し
、
『經
典
釋
文
』
を
校
定
す
る
際
に
、
大

い
に

參
考
に
し
た
の
で
あ
る
。
實
際
、
盧
文
招

『經
典
釋
文
考
證
』
の
中
に
は
、
藏
琳

の
説
淤
三
十
條
に
亙

っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
契
機
に
臧
琳
の
名
が
博
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
は
、
『經
義

雜
記
』
卷
頭
所
載
の

「
經
義
雜
記
膾
言
校
勘
爵
里
姓
氏
」
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
『經
義
雜
記
』
の
校
勘
に
攜
わ

っ
た
學
者
、
及
び
序
丈
を
寄
せ

た
學
者
の
名
簿
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
同
時
代
の
閻
若
瑳
の
外

に
、

惠
棟

(
一
六

九
七
～

一
七
五
八
)、
盧
文
招
、

王
鳴
盛

(
一
七
二
二
～
一
七
九
七
)、
錢
大
听

(
一
七

二
八
～
一
八
〇
四
)、
畢
況

(
一
七
三
〇
～

一
七
九
七
)、
段
玉
裁

(
一
七
三
五
～
一
八
一

五
)、
劉
台
拱

(
一
七
五
一
～
一
八
〇
五
)、
阮
元
な
ど
清
代
經
學
の
錚
々
た
る
顏
觸

れ
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
中
、
王
鳴
盛
は

『經
義
雜
記
』
に
序
文
を
寄
せ
て
、
「其
の
考
證
の
精
博
、

ほ

と

ん

幾
幾
ど
顧

・
閻
の
諸
公
と
抗
す
」
(『經
義
雜
記
』
敍
録
所
收
)
と
述
べ
、
菽
琳
の
考

證
が
顧
炎
武

・
閻
若
髏
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
水
準
に
逹
し
て
い
る
と
絶
贊
す
る
。

ま
た
、
段
玉
裁
も

「疑
ひ
を
發
き
讀
み
を
正
し
て
、
必
ず
肯
綮
に
申
る
。
番
鐙
を



旁
羅
し
、
幽
微
を
抉
摘
し
、
精
心
の
孤
詣
、
到
る
所
、
冰
釋
す
」
(『經
韵
樓
集
』

卷
八

「經
義
雜
記
序
」)
と
遞
べ
、
經
書
の
疑
義
を
陸
續
と
解
決

し

た
臧
琳
に
樹
し

て
贊
辭
を
惜
し
ま
な
い
。

右
に
記
し
た
よ
う
な
臧
琳
に
對
す
る
詳
價
の
急
激
な
高
ま
り
は
、
清
代
の
學
術

を
特
徴
づ
け
る
考
證
學
の
最
盛
期
と
目
さ
れ
る
乾
隆

・
嘉
慶
年
聞
、
帥
ち
乾
嘉
期

に
起
こ
っ
た
。
か
か
る
事
象
を
目
の
當
た
り
に
す
る
と
、
藏
琳
の
學
問
の
如
何
な

る
性
質
が
乾
嘉
期
の
知
識
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
、
と
い
う
疑
問
が
自
然
に
生

じ
て
く
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
ま
で
専
論
の
無
か
っ
た

『
經
義
雑
記
』

の
内

容
に
檢
討
を
加

え
た
上

で
、
臧
琳
の
主
張
と
乾
嘉
期
の
士
人
の
主
張
と
を
比
較

し
、
『經
義
雜
記
』
が
乾
嘉
期
の
學
者
か
ら
絶
大
な
支
持
を
受
け

た
理
由
、
及
び

臧
琳
の
學
問
が
持

つ
時
代
韵
意
義
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
『經
義
雜
記
』
の
書
名
に

つ
い
て
、
錢
大
听
は

『潛
研
堂
集
』
卷
二
十

四
所
收
の
序
に
於

い
て
、
「經
義
雜
識
」
と
穩
し
て
い
る
が
、
臧
庸
の
編
集
に
係

る
版
本
、
即
ち
拜
經
堂
本
が

「經
義
雜
記
」
に
作
り
、
錢
大
听
以
外
の
學
者
は
押

し
竝
ぺ
て
そ
の
呼
穩
に
從

っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
定
本
を
拜
經
堂
本
に
取

り
、
『經
義
雜
記
』
と
稱
す
る
こ
と

に
す
る
。

考
證
の
手
續
き

『經
義
雜
記
』
は
、
「雜
記
」
の
名
穩
淋
示
す
よ
う
に
、
體
系
立
っ
た
述
作
で
は

な
く
、
札
記
の
體
裁
を
取
る
著
作
で
あ
る
。
全
體
を
通
覽
す
る
と
、
そ
の
内
容
の

大
牛
が
經
書
中
の
文
字

の
字
形
と
字
義
に
關
す
る
考
證
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
考
證
が
如
何
な
る
手
績
き
で
進
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
左
に
引
く

『經
義
雜

記
』
卷
二

「
子
貢
本
作
鞍
」
を
も
と

に
檢
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

『論
語
』
學
而
に
、
「子
貢
曰
く
、
『夫
子
は
温
良
恭
儉
讓
、
以
て
之
を
得
』
」

と
。
『
隷
釋
』
に
、
『石
經
』
の
殘
碑
を
載
せ
、
貢
を
籟
に
作
る
。
下
篇
に
子

臧
琳

『經
義
雜
記
』
と
そ
の
時
代
的
意
義

貢
の
字
有
る
者
、
竝
び
に
同
じ
。
案
ず
る
に
、
『
読
文
』
貝
部
に
、
「貢
は
、

功
に
獻
ず
る
な

り
。
貝
に
从
ひ
工
の
聲
」
と
。
「
鞍
は
、
賜
な
り
。
貝
に
从

ひ
輳
の
省
聲
」
と
。
是
れ
貢

・
顳
同
じ

か
ら
ず
。
『
読
文
』
に
依
れ
ば
、
當

に
籟
に
爲
る
ぺ
し
。
…
…
子
貢
は
賜
を
名
と
す
、
故
に
子
鞍
を
字
と
す
。
貢

に
作
る
者
は
、
字
の
省
借
の
み
。
今
、
『禮
記
』
樂
記
に
、
「子
鞍
、
師
乙
に

ハ 
ソ

見
え
て
問
ふ
」
と
。
祭
義
に
、
「
子
鞍
問
ひ
て
曰
く
、
『
子
の
、
祭
を
言
ふ
』」

と
。
尚
ほ
古
本
を
存
す
。
餘
は
則
ち
多
く
後
人
に
改
易

せ
ら
る
。
『
左
傳
』

定
十
五
年
に
、
「春
、
鄰
の
隱
公
來
朝
す
。
子
貢
觀

る
」
と
。
杜
本
も

亦
省

借
の
字
に
作
る
。
五
行
志
中
上
に
、
古
文
の

『
左
傳
』
を
載
せ
、
子
輳
に
作

る
。
又

『
爾
雅
』
釋
詁
に
、
「賚
貢
錫
界
予
睨
は
、
賜
な
り
」
と
。
郭
注
に
、

「皆
、
賜
與
な
り
」
と
。
『釋
文
』
に
、
「貢
字
、
或
い
は
饋

に
作

る
」
と
。

是
れ

『
爾
雅
』
の
古
本
も
、
亦
正
字
に
作
る
。

孔
子
の
弟
子
の
端
木
賜
、
字
子
貢
、
そ
の

「貢
」
字

の
字
形
に
關
す
る
考
證
が

本
條
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
臧
琳
は
、
宋
の
洪
遘

『
隷
釋
』
卷
十
四
所
收

『
熹
夲
石

經
』
の
殘
碑
、
そ
の

『
論
語
』
の
部
分
に
於

い
て
、
「
貢
」
字
を

「輹
」
字
に
作

っ
て
い
る

こ
と
に
本
づ
き
、
い
ず
れ
が
正
字
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
設
定
を
す

る
。
そ
こ
で
、
『読
文
解
字
』
に
收
録
さ
れ

て

い
る

「
貢
」
字
と

「頼
」
字
の
字

義
を
比
較
し
、
名
の

「
賜
」
(た
ま
ふ
)
と
の
關
連
牲
の
點
か
ら
、
同
義

で
あ

る

「
輯
」
字
が
正
字
で
あ
る

と
見
當
を
付
け
る
。
そ
の
上
で
、
子
貢
を

「
子
鞭
」
に

作
る
テ
キ
ス
ト
を
求
め
る
と
、
『禮
記
』
樂
記

・
祭
義
、
『漢
害
』
五
行
志
中
之
上

所
引
の

『
左
傳
』
の
古
本

に
見

え
る
。
さ
ら

に
、
現
行
本
の

『爾
雅
』
釋
詁
上

「
賚
貢
錫
界
予
既
、
賜
也
」
の
句
に
つ
い
て
、
『經
典
釋
丈
』
に
引
く

『
爾
雅
』
の

古
本
で
は
、
「
貢
」
字
を

「
鞍
」
字
に
作

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に

「子

鞭
」
が
正
し
い
表
記
で
あ
る
と
結
論
を
下
す
。

一
連
の
考
證
の
手
績
き
に
於
い
て
は
、
二
種
類
の
資
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
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一
つ
は
、
字
形
と
字
義
を
確
定
す
る
た
め
の
資
料
、
郎
ち

『
説
文
』
と

『爾
雅
』

(
こ
の
場
合
は
、
『釋
文
』
所
收
の
古
本
)
で
あ

る
。
も
う

一
つ
は
、
『読
文
』
と

『
爾

雅
』
を
參
照
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
結
論
を
補
強
す
る
た
め
の
資
料
、
郎

ち

『
禮
記
』
樂
記
以
下
の
異
文
で
あ
る
。
二
種
類
の
資
料
の
中
、
考
證
の
中
心
と

な

っ
て
い
る
の
が

『詭
文
』
と

『爾
雅
』
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

藏
琳
が

こ
の
兩
書
を
如
何
に
重
靦
し
て
い
た
か
は
、
楊
方
逹

「武
進
學
生
臧
先
生

家
傳
」
(『經
義
雜
記
』
敍
録
所
收
)
中

の
左
の
記
述
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

門
人
後
進
に
激

ふ
る
に
小
學
を
以
て
し
、
必
ず

『爾
雅
』
『読
文
』
を
以
て

宗
と
爲
す
。
曰
く
、
「字
を
識
ら

ざ

れ
ば
、
何
を
以
て
書
を
讀
ま
ん
。
詁
訓

に
逋
ぜ
ざ
れ
ぽ
、
何
を
以
て
經
を
明
か
に
せ
ん
」
と
。

經
書
を
讀
み
道
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
先
ず

『
爾
雅
』
と

『
説
文
』
と

を
學
ん
で
、
小
學
、
郎
ち
文
字

・
言
語
の
學
に
遒
じ
て
い
る
必
要
が
あ
る
、
と
い

う
信
條
は
、
『經
義
雜
記
』
全
編
に
亙

っ
て
貫
か
れ
て
お
り
、
他
の
諸
條

の
考
證

に
於
い
て
も
、
『
爾
雅
』
と

『
読
文
』
と
は
積
極
的
に
活
用
さ
れ

て

い
る
。
因
み

に
、
『
爾
雅
』
は
經
書
の

一
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
本
文
に
も
考
證
の
手
が
及

ん

で
お
り
、
『經
義
雜
記
』
全
五
百
十
七
條
中

の
二
十
五
條
が

『
爾
雅
』
本
文
及
び

注
に
關
す
る
議
論
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
乾
嘉
期
に
於
い
て
な
ぜ
臧
琳
に
野
し
て
好
意
的
な
評
價
が
下
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。
『爾
雅
』
『説
文
』
に
つ
い
て
、
乾
嘉

期
の
學
者
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
具
體
例
を
擧
げ
る
と
、
た
と
え
ぽ
戴
震

(
一
七
二
四
～
一
七
七
七
)
は
、
「
余
霧

か
に
謂

へ
ら
く
、
儒
者
、
經
を
治
む
る
に
宜

し
く

『
爾
雅
』
よ
り
始
む
べ
し
、
と
」
(『東
原
文
集
』
卷
三

「爾
雅
文
字
考
序
」)
と

邇
ぺ
、
經
書
を
研
究
す
る
上
で
の
必
須
の
入
門
書
と
し
て

『
爾
雅
』
を
位
置
づ
け

て
い
る
。
ま
た
、
孫
星
衍

(
一
七
五
三
～

一
八
一
八
)
は
、
「
生
夲
、
『
読
文
』
を
好

み
、
以
爲

へ
ら
く
、
許
叔
重
微
か
り
せ
ば
、
則
ち
世
人
、
秦
時
の
徒
隷
の
書
に
習

一
九
四

見
し
て
、
唐
虞
三
代
、
周
公

・
孔
子
の
字
を
覩
ず
、
と
」
(『問
字
堂
集
』
餐
四

「與

段
大
令
書
」)
と
述
べ
、
『説
文
』
に
對
す
る
愛
着
の
深
さ
を
吐
露
し
て

い
る
。
さ

ら
に
、
王
鳴
盛
は
、
「
『爾
雅
』
と

『説
文
』
と
は
、
皆
、
斯
文
の
幸

ひ
に
存
す
る

者
な
れ
ば
、
駮
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
(『蛾
術
編
』
卷
三
十
三

「爾
雅
不
可
駿
」)
と

述
べ
、
兩
書
を
紳
聖
不
可
侵
の
書
と
仰
ぎ
見
る
態
度
を
示
す
。

こ
れ
ら
の
發
言
か
ら
確
認
で
き
る
通
り
、
乾
嘉
期
に
は
、
經
義
を
考
究
す
る
上

て
・
『爾
雅
』
『
読
文
』
が
不
可
缺
の
書
で
あ
る
、
と
の
認
識
が
學
者
の
聞
で
通
念

と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
兩
書
を
經
書
研
究
の
門
牆
と
し
て
位
置
づ
け
る
藏
琳
が
評

價
さ
れ
た
理
由
の

一
端
は
、
こ
こ
に
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
證
據
に
、
江
聲

(
一
七
二
一
～
一
七
九
九
)

は

「經
義
雜
記
序
」

(『經
義
雜
記
』
敍
録
所
收
)

に
於

い

ハ 
 

て
、
『読
文
』
を
中
心
に
据

え
る
自
身
の
學
と
臧
琳
の
學
と
の
共
通
性
を
表
明
し

て
次
の
よ
う
に
逋
べ
て
い
る
。

六
書
に
於
て
は
、
則
ち
畫
を
正
し
音
を
審
か
に
し
、
必
ず
許
祭
酒
の

『説
文

解
字
』
を
以
て
則
と
爲
す
。
斯
れ
聲
と
深
く
相
契
合
す
る
者
な
り
。

乾
嘉
期
の
學
者

か
ら

は
、
『
爾
雅
』
と

『
親
文
』
と
に
依
擦
し
て
經
義
の
闡
明

に
努
め
る
臧
琳
の
立
場
は
か
り
て
な
く
、
そ
の
考
證
の
成
果
に
つ
い
て
も
相
應
の

評
價
を
受
け
た
よ
う
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
子
貢
の

「貢
」
字
は

「輯
」
字
に
作

る
の
が
正
し
い
、
と

い
う
考
證
の
結
果
は
、
盧
文
招

『
經
典
釋
文
考
證
』
、
阮
元

『論
語
校
勘
記
』
『
爾
雅
校
勘
記
』
に
於
い
て
、
蹟
琳
の
名
を
擧
げ
た
上
で
從
う
べ

き
読
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

成
る
程
、
小
學
の
書
で
あ
る

『
爾
雅
』
『
説
文
』
を
奪
重
す
る
臧
琳
の
立
場
は
、

乾
嘉
期

の
學
風
と
合
致
し
て
い
る
が
、
『
爾
雅
』
『
読
文
』
を
重
靦
す
る
の
は
臧
琳

に
限

っ
た
こ
と
て
は
な

い
。
そ
れ
以
前
で
も
、
た
と
え
ば
方
以
智

(
=
ハ
一
一
～

一
六
七
一
)、
あ
る
い
は
さ
ら
に
潮
れ
ば
楊
愼

(
一
四
八
八
～

一
五
五
九
)
な
ど
、
明

ハ
ヨ
ソ

代
の
一
部
の
學
者
が
同
樣
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
『爾
雅
』
『読



文
』
を
重
靦
し
た
こ
と
の
み
を
取

り

上
げ

て
、
臧
琳
が
脚
光
を
浴
び
た
理
由
の

全
て
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
乾
嘉
期
の
學
者
か
ら
の
好
意
的
な
評
價
に
關
し
て

は
、
別
の
要
因
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

二

「
正
名
」
の
解
釋
を
め
ぐ

っ
て

臧
琳
を
高
く
評
價
す
る
學
者
の
中

に
は
、
『經
義
雜
記
』
の
中
で
自
身
か
共
感

し
た
箇
所
を
具
體
的
に
掲
け
て
い
る
者
も
い
る
の
で
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
匿
臧
琳

の
學
間
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
王
鳴
盛
の

「經
義
雜
記
序
」

を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

抑

≧
予
、
此
の
書
を
觀

る
に
、
發
首
弟

一
卷
弟

一
則
は
、
『
論
語
』
の
正
名

を
説
く
。
彼
の
時
、
皇
侃
の
疏
、
未
だ
出
で
ず
。
而

し

て
已
に
能
く
鄭

氏

の
、
書
字
を
正
す
の
義
を
尊
信
す
る
は
、
所
謂
先
覺
者
な
る
か
非
な
る
か
。

こ
こ
で
は
、
『
論
語
』
子
路
篇
に
見
え
る

「
正
名
」
の
句
に
…對
す
る
減
琳
の
考

證
が
、
「
先
覺
者
」
と
稱
す
る
に
値
す
る
も

の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
該
句

が
如
何
な
る
文
脈
に
於
い
て
出
現
し

て
い
る
か
を
押
さ
え
る
た
め
、
當
面
の
論
考

に
關
わ
る
部
分
に
限
定
し
て

『論
語
』
の
原
文
を
掲
げ
る
と
左
の
逋
り
。

子
路
日
、
「衞
君
待
子
而
爲
政
、
子
將
奚
先
」
。
子
日
、
「必
也
正
名
乎
」
。
子

路
日
、
「有
是
哉
。
子
之
迂
也
。
奚
其
正
」
。
子
日
、
「野
哉

由
也
。
君
子
於

其
所
不
知
、
蓋
缺
如
也
。
…
…
」。(以
下
、
こ
の
章
を
假
に

「正
名
」
章
と
呼
ぶ
)

こ
の

「正
名
」
の
句
に
關

し

て
、

『集
解
』
所
引

の
馬
融
の
読
で
は
、
名
稱
と

そ
れ
か
指
す
實
體
と
の
整
合
性
を
確
立
す

る

こ
と

(正
百
事
之
名
)
と
捉
え
、

『儀
禮
』
聘
禮
疏
所
引
の

『論
語
』
鄭

注
で
は
、
文
字
を
正
す
こ
と

(古
者
日
名
、

今
世
日
字
)
と
理
解
し
て
い
る
。
臧

琳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
の
有
効
性
を
檢
證
す

る
た
め
、
馬
融
の
読
に
關
し
て
は
、
古
代
文
獻
上
の
用
例
を
三
例
列
擧
す
る
。

臧
琳

『經
義
雜
記
』
と
そ
の
時
代
的
意
義

是
時
衞
君
輒
父
、
不
得
立
、
在
外
。
諸
侯
數
以
爲
譲
。
而
孔
子
弟
子
、
多
仕

於
衞
。
衞
君
欲
得
孔
子
爲
敏
。
子
路
日
、
「
衞
君
待
子
而
爲
政
、
子
將
奚
先
」。

…
…
。

(『史
記
』
孔
子
世
家
)

孔
子
日
、
「名
不
正
則
言
不
順
」。
春
秋
別
物
之
理
、
以
正
其
名
。
名
物
、
必

各
因
其
眞
…
…
。

(『春
秋
繁
露
』
實
性
)

孔
子
正
假
馬
之
言
、
而
君
臣
之
義
定
矣
。
論
語
日
、
「必
也
正
名
乎
」
…
…
。

(『韓
詩
外
傳
』
卷
五
)

か
よ
う
に
、
「正
名
」
の
語
を
名
義
を
正
す
意
味
で
用
い
て
い
る
實
例
を
引
い

て
、
馬
読
の
論
據
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鄭
玄
の
読
に
關
し
て
も
、
以
下

の
例
を
攝
示
す
る
。

古
日
名
、
今
日
字
。
使
四
方
知
書
之
文
字
得
能
讀
之
。
(『周
禮
』
外
史
注
)

名
、
書
文
也
。
今
謂
之
字
。

(『儀
禮
』
聘
禮
記
注
)

臧
琳
は
、
こ
の
二
つ
の
實
例
に
續
け
て
、
許
愼

『詭
丈
解
字
』
自
序
の
文
章
を

掲
げ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
中
に
見
え
る

「於
其
所
不
知
、
蓋
闕
如
也
」
の
句
が
、

他
な
ら
ぬ

「正
名
」
章
か
ら
の
引
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
臧
琳
は
こ
の
事
實
を
根
擦

ハる
り

と
し
て
、
許
愼
も

「
正
名
」
を
文
字
を
正
す
意
味
で
用
い
て
い
る
と
考
え
、
以
上

の
三
例
を
鄭
説
の
論
擦
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
馬
融
と
鄭
玄
の
説
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
擦
を
示
し
た
上
で
、

臧
琳
は
、
「固
よ
り
當
に
專
ら

一
解
を
主
と
し
て
以
て
是
と
爲
す
べ
か
ら
ず
」
と

述
べ
て
、
兩
読
は
き
ち
ん
と
し
た
根
擦
を
有
す
る
説
て
あ
る
か
ら
、
ど
ち
ら
か

一

方
だ
け
に
固
執
し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
訴
え
る
。
馬
融
と
鄭
玄
の
兩
者
を
奪
重
す
る

必
要
か
あ
る
、
と
の
主
張
は
、
自
序
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
基

本
姿
勢
と
深
く
關
わ

っ
て
い
る
。

居
夲
、
固
陋
を
揣
ら
ず
、
諸
經
を
考
究

し

て
、
深
く
漢
人
の
読
に
取

る
有

り
。
以
爲

へ
ら
く
、
古
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。

一
九
五



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
九
集

臧
琳
は
、
古
の
聖
賢
の
時
代
に
比
較
的
近

い
漢
儒
の
説
を
信
奉
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
共
に
後
漢
に
屬
す

る
馬
融
と
鄭
玄
の
雙
方
を
尊
重

す

る
姿
勢
を
示
す
の

は
、
そ
の
立
場
が
衷
出
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

「正
名
」

の
解
釋
を
仔
細
に
見
る
と
、
問
題
點
淋
浮
か

び
上
が

っ
て
く

る
。
先
ず
、
『
周
禮
』
注
と

『儀
禮
』
注
と
は
、
鄭
玄
自
身
の
作

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
に
鄭
玄

の
説
の
正
當
性
を
主
張
す
る
の
は
循
環
論
に

な

っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
『
説
文
解
字
』
自
序
に
於
い
て
、
「
正
名
」
章
に
屬
す

る
言
辭
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

文
字
を
正
す
字
書
と
い
う

『説
文
解
字
』

の
性
格
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
許
愼
が

「
正
名
」
を
鄭
玄
同
樣
に
文
字
を
正
す
意

味
で
取

っ
て
い
る
こ
と
の
證
左
に
は
な
り
得
な
い
。

さ
れ
ば
、
漢
儒
の
馬
融
と
鄭
玄
の
読
を
同
じ
よ
う
に
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
読
く

臧
琳
の
圭
張
は
、

一
見
、
持
亭
の
論

の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
實
は
鄭
玄
に
荷
擔

し
て
い
る
の
て
あ

る
。
「正
名
」
の
解
釋
中
に
窺
わ
れ
る
偏
向
性
か
生
じ
た
理
由

と
し
て
、
『經
義
雜
記
』
の
大
部
分
が
經
書
中
の
文
字
の
校
訂
に
費
や
さ
れ

て

い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

孔
子
が
發
し
た

「
正
名
」
の
語
に
つ
い
て
、

文
字
を
正
す
意
味
を
與
え
る
鄭
玄
の
読
に
從
う
の
は
、
臧
琳
自
身
が
行
な
う
校
訂

作
業
に
野
し
て
、
聖
人
の
御
墨
付
と

い
う
絶
鞨
韵
な
價
値
を
賦
與
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
當
然
の
歸
結
と
言
え
る
。
本
條
ぶ

『經
義
雜
記
』
の
劈
頭
に
置
か
れ
て
い

る
點
に
關
し
て
も
、
か
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
考
え
れ
ば
読
明
が

つ
く
。

と
こ
ろ
で
、
臧
琳
の
引
く

『
儀
禮
』
聘
禮
疏
に
見
え
る

『論
語
』
鄭
注
で
は
、

「古
者
日
名
、
今
世
日
字
」
と
あ
る
に
遏
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、

こ
の
句
が

「正
名
」

章
の
鄭
注
で
あ
る
と
確
定
で
き
な
い

の
で
あ
る

か
ら
、
斷
片
的
な

一
句
を
も
と

に
、
鄭
玄
か

「正
名
」
を
文
字
を
正
す
意
味
に
理
解
し
て
い
た
、
と
結
論
す
る
の

は
、
些
か
早
計
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
臧
琳
の
沒
後
六
十
八
年
、

卸
ち
乾
縫
四
十
六
年

(
一
七
八
一
)
に
日
本
か
ら
中
國

へ
逆
鍮
入
さ
れ
た
皇
侃

『論

一
九
六

語
義
疏
』
に
引
く

「正
名
」
章
の
鄭
注
を
見
る
と
、
右
の

一
句
の
直
前
に

「正
名

謂
正
書
字
也
」
の
句
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
減
琳
の
推
論
の
正
し

い
こ
と
が
證
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
主
唱
盛
が

「先
覺
者
」
と
稱
す
る
所
以
で
あ

る
。臧
琳
の
論
證
を
絶
贊
す
る
王
鳴
盛
は
、
「予
復
た
數
證
を
探
し
得
て
、
鄙
著

『蛾

術
編
』
に
載
す
」
(經
義
雑
記
序
)
と
述
べ
る
よ
う
に
、
藏
琳
の
説
を
補
強
す
る
た

め
、
他
の
證
據
、
師
ち

『魏
書
』
江
式
傳
、
『北
齊
書
』
李
鉉
傳
、
『隋
書
』
劉
弦

ハう
 

傳
、
陸
徳
明

『經
典
釋
文
』
自
序
の
記
遞
を

『
蛾
術
編
』
卷
八
十

一
「
必
也
正
名
」

に
於
い
て
提
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
南
北
朝
か
ら
唐
初
に
か
け
て
の
資
料
は
、
い
ず

れ
も
文
字
を
正
す
意
味
で

「
正
名
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
王
唱
盛
は
、
こ
の
こ

と
を
根
據
と
し
て
衣
の
よ
う
に
述
ぺ
る
。

合
し
て
之
を
觀
る
に
、
何
晏

『
集
解
』、
之
を
行
ふ
こ
と
巳
に
久
し
と
雖
も
、

而
れ
ど
も
鄭
注

『
論
語
』、
唐
初
に
歸
然
と
し
て
尚
ほ
存
す
。
江
式

・
魏
收
・

ハ
 
り

皇
侃

・
李
鉉

・
劉
舷

・
李
百
藥

・
魏
黴

・
陸
徳
明

・
賈
公
彦
、
皆
、
鄭
注
を

尊
信
す
る
を
知
る
。

既
に
亡
ん
で
し
ま

っ
た

『
論
語
』
鄭
注
で
あ

る

か
ら
、
『論
語
』
の
古
注
と
し

て
現
存
す
る
何
晏

『
論
語
集
解
』
と
は
流
布
の
點
で
比
す

ぺ
く
も
無
い
。
し
か

し
、
唐
の
初
め
に
至
る
ま
で
は
、
多
く
の
學
者
が
鄭
注
の
解
釋
に
從

っ
て

「
正
名
」

の
句
を
使

っ
て
い
る
以
上
、
當
時
は
、
鄭
説
の
方
が
正
統
韵
な
解
釋
で
あ

っ
た
、

と
い
う
の
が
王
鳴
盛
の
主
張
で
あ
る
。
な
お
、
馬
融
の
解
釋
に
つ
い
て
、
王
鳴
盛

は
・
「
馬
融
注
・
稍

≧
寛
泛
な
り
。
然
れ
ど
も
尚
ほ
甚
し
く
は
相
遠

か
ら
ず
」
と

述
べ
、
鄭
玄
の
読
と
は
さ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
な
い
説
と
し
て
肯
定
的
に
扱

っ
て

い
る
。
「
正
名
」
の
句
を
鄭
玄
に
從

っ
て
解
釋
す
る
の
は
王
鳴
盛
に
限

っ
た

こ
と
で
は

な
く
、
錢
大
斫
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



も
と

「
正
名
」
は
、
自
よ
り
當
に
鄭
義
に
從

ふ
べ
し
。
『
禮
』
祭
法
に
記

し

て
云

ふ
、
「黄
帝
、
名
を
百
物
に
正
す
」
と
。
而
し
て
倉
頡
の
、
文
字
を
制
す

る

は
、
郎
ち
其
の
時
に
於
て
す
。
名
は
帥
ち
文
な
り
。
物
は
郎
ち
事
な
り
。

・・

・.・馬

.
鄭
、
本
、
二
義
無
し
。
故
に
唐
以
前

の
、
『論
語
』
を
読
く
者
、
皆

之
に
因
る
。

(『潛
研
堂
文
集
』
卷
九

「答
問
六
」)

ハ
ァ
リ

同
樣

の
解
釋
は
、
乾
嘉
期
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
二
つ
の
理
由

ぶ
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
文
字
を
正
す
こ
と
は
、
經
典
の
考
證
に
於
け
る
重

要
な
構
成
要
素
で
あ
る
が
故
に
、
考
證
學
の
最
盛
期
と
さ
れ
る
乾
嘉
期
の
學
者
の

多
く
に
は
、
鄭
玄
流
の
解
釋
に
誘
引
さ
れ
る
素
地
が
十
分
に
有

っ
た
こ
と
。
も
う

一
つ
に
は
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
王
鳴
盛
が

「
余
、
經
を
読

く
に
、
先
師
の
漢
の
鄭
氏
を
以
て
宗

と
爲
す
」
(『蛾
術
編
』
卷
五
十
八

「鄭
康
成
」)

と
述
べ
る
が
如
く
、
當
時
の
學
者
の
聞
に
、
鄭
玄
に
歸
依
す
る
態
度
ぶ

一
般
的
に

見
ら
れ
る
こ
と
が
考

え
ら

れ
る
。

つ
ま
り
、
王

・
錢
を
例
に
掲
げ
た
所
の

「
正

名
」
に
關
す
る
解
釋
に
は
、
乾
嘉
期

の
學
風
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。菽
琳
も

「
正
名
」
の
解
釋
に
於
い
て
は
鄭
玄
に
依
據
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て

そ
れ
は
自
身
の
求
め
る
説
を
提
示
し
て
い
る
の
が
偶
々
鄭
玄
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
な

い
の
か
。
そ
れ
と
も
、
王
唱
盛
ら
と
同
樣
の
鄭
玄
を
信
奉
す
る
態
度
が
幾
ら
か
て

も
反
映
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
こ
の
問
題
を
論
じ
る
こ
と
に

す
る
。

三

鄭
玄
に
對
す
る
立
場

鄭
玄
に
樹
す
る
臧
琳
の
立
場
に
つ
い
て
、
そ
の
點
の
明
確
化
に
資
す
る
と
思
わ

れ
る
條
、
郎
ち

『經
義
雜
記
』
卷
十
二

「古
之
人
無
擇
」
を
も
と
に
考
察
す
る
こ

と

に
す

る
。
こ
の
條
の
圭
題
は
、
『
詩
經
』
大
雅

「
思
齊
」
の

「古
之
人
無
數
、

臧
琳

『經
義
雜
記
』
と
そ
の
時
代
的
意
義

譽
髦
斯
士
」
句
の

「數
」
字
に
關
す
る
考
證
で
あ
る
。
該
句
の
毛
傳
と
鄭
箋
を
掲

げ
れ
ば
左
の
通
り
。

[毛
傳
]
古
之
人
無
厭
於
有
名
譽
之
俊
士
。

[鄭
箋
]
古
之
人
謂
聖
王
明
君
也
。
口
無
揮
言
、
身
無
揮
行
、
以
身

化
其
臣

下
。
故
令
此
士
皆
有
名
譽
於
天
下
、
成
其
俊
乂
之
美
也
。

毛
傳
が

「數
」
字
を

「厭
」
(い
と
ふ
)
に
訓
じ

る

の
は
、
周
南

「菖
覃
」
の

「服
之
無
數
」
句
の
場
合
と
同
じ
。
…樹
し
て
鄭
籀
は
、
「菖
覃
」
の
場
合
に
は
毛
傳

と
同
樣
に

「厭
」
に
訓
じ
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
「思
齊
」
に
於
い
て
は

「
擇
」

ハむ
り

(え
ら
ぶ
)
に
訓
じ

て
い
る
。
な
お
、
「
口
無
擇
言
、
身
無
擇
行
」
は
、
『孝
經
』

卿
大
夫
章
か
ら
の
引
用
。

「思
齊
」
に
於
け
る
鄭
玄
の
破
字

の
理
由
に
つ
い
て
、
孔
疏
は
、
「箋
、
字
謨
る

と
は
言
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
此
の
經
、
本
に

『
擇
』
に
作
る
者
有
る
な
り
。
故
に
之

を
破
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
鄭
玄
か
箋
中
に
於

い
て
、
「數
」
字
の
異
同
に
關

し
て
何
等
言
及
し
て
い
な
い
以
上
、
「古
之
人
無
擇
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も

あ

っ

た
筈
だ
と
言
う
の
て
あ
る
。
臧
琳
は
、
孔
疏
の
分
析
に

つ
い

て
、
「此
の
言
、
千

古
の
明
識
と
爲
す
ぺ
し
。
毛

・
鄭
の
經
を
校
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
當
に
此
の
慧
眼

を
具
ふ
べ
し
」
と
述
べ
て
絶
贊
す
る
。

と

こ
ろ
が
、
『詩
經
』
經
文
の
文
字
を
改
め
る
場
合
に
、
鄭
籠
が
常
に
文
字

の

誤
り
を
言
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
點
に
關
し
て
は
疑
問
の
餘
地
が
存
す
る
。
た
と

え
ば
胡
承
瑛

(
一
七
七
六
～
一
八
三
二
)
は
、
藏
琳
が
依
擦
す
る
孔
疏
の
推
論

の
信

頼
性
に
疑
念
を
挾
み
、
次
の
よ
う
に
迹
べ
る
。

此
れ
特
だ
箋
、
字
を
破
ら
ざ
る
に
因
り
、
途
に
意

へ
ら
く
、
經
に

「擇
」
に

作
る
の
本
有
り
、
と
。
眞
に

「擇
」
に
作
る
者
有

る
を
見

る
に
非
ざ
る
な

り
。
其
の
實
、
本
篇
の

「烈
假
」、
箋
は
即
ち
改

め

て

「属
假
」
と
爲
す
。

ハ 
り

而
れ
ど
も
竝
び
に

「『
烈
』
、
當
に

『
属
』
に
爲
る
べ
し
」
と
は
言
は
ず
。
疏

一
九
七



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
九
集

も
亦
但
だ

「鄭
、
『烈
假
』
を
讀

み
て

『属
疲
』
に
爲
る
」
と
言

ふ

の
み
。

何
を
以
て

「本
に

『
属
』
に
作

る
者
有
り
」
と
言
は
ざ
る
か
。

(皇
清
經
解
績
編
本

『毛
詩
後
箆
』
卷
二
十
三

「思
齊
」)

右
の

「
本
篇
」
云
々
は
、
同
じ

「
思
齊
」
の

「烈
假
不
遐
」
句
の

「
烈
」
字
を

鄭
玄
淋
特
に
斷
り
も
無
し
に

「属
」
字
に
改
め
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
聞
近
に
斯

樣
な
實
例
が
あ
る
か
ら
に
は
、
「數
」
字
を

「擇
」
に
作
る
テ
キ

ス
ト
が
存
在
し

た
と
は
言
え
な
い
、
と
の
胡
承
瑛

の
圭
張
は
極
め
て
読
得
力
を
持
つ
。
さ
れ
ば
、

先
の
孔
疏
の
言
を
無
批
剣
に
受
け
入
れ
る
臧
琳
の
態
度
に
は
、
經
文
を
改
め
た
鄭

玄
を
辯
護
し
よ
う
と
す
る
意
圖
が
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
古
之
人
無
數
、
譽
髦
斯
士
」
句
に
樹
す
る

『釋
丈
』
を
見
る
と
、

次
の
如
き
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

數
、
毛
は
音
亦
、
默
岨な
り
。
鄭

は

「
擇
」
に
作

る
。
髦
は
、
俊

な
り
。

一

本
、
此
の
下
に
、
更
に

「
古
之
人
無
默
於
有
臀
之
俊
士
也
」
有
り
。
此
れ
王

肅

の
語
。

陸
徳
明
に
擦
る
と
、
『詩
經
』
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に
は
、
「古
之
人
無
默
於
有

譽
之
俊
士
也
」
と
い
う
現
行
の
毛
傳

と
ほ
ぼ
同
文
の
言
辭
か
見
ら
れ
、
そ
れ
は
魏

の
王
肅
の
言
葉
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
藏
琳
は
、
そ
の
説
を
受
け
て
次
の
よ
う
に

遞
べ
る
。

た
し

『
釋
文
』
の
語
に
撮
れ
ば
、
則

ち
此

の
傳
、
的
か
に
王
肅
の
僞
撰
に
係
る
。

…
…
蓋
し
王
肅
、
既
に
妄
り
に
此
の
傳
を
作
り
、
以
て
鄭
と
相
難
ず
。
俗
本

途
に
之
を
承
け
、
傳
流
し
て
以

て
今
に
至
る
な
り
。

(『經
義
雜
記
』
卷
十
二

「古
之
人
無
擇
」)

臧
琳
は

『
釋
文
』
を
も
と
に
、
鄭
箋
と
鮮
明
な
食
い
違
い
を
見
せ
る
該
句
の
毛

傳
が
、
實
は
王
肅
の
僞
撰
で
あ
る
と
斷
じ
る
。
つ
ま
り
、
該
句
に
關
し
て
は
、
鄭

玄
が
經
文
を
改
め
た
の
で
は
な
く
、
王
肅
寮
自
己
の
所
説
を
毛
傳
中
に
紛
乳
込
ま

一
九
八

せ
た
結
果
、
鄭
玄
が
文
字
を
改
め
た
よ
う
に
見
え
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
點

に
關
し
て
は
、
阮
元

『
校
勘
記
』
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『釋
文
』

の

「此
下
更
有
」
の
語
を
觀
れ
ば
、
則
ち
其

の
本
、
當
に

「數
、

默
也
。
髦
、
俊
也
」
の
傳
有

る
べ
し
。
「古
之
人
」
以
下
を
以
て
、
王
肅
、

毛
を
申
す
る

こ
と
此
の
如
し
と
爲
す
は
、
當
に
據
る
所
有
る
べ
き
な
り
。

『經
義
雜
記
』、
其
の
理
を
得
ず
。

王
肅
が
撮

っ
た

『詩
經
』
の
テ
キ

ス
ト

に
は
、
「數
、
獣
也
。
髦
、
俊
也
」
の

毛
傳
が
あ
り
、
現
行
の
毛
傳
の

「古
之
人
無
厭
於
有
名
譽
之
俊
士
」
句
は
、
王
肅

が
こ
の
六
字
か
ら
成
る
毛
傳
を
敷
衍
し
た
言
葉
に
過
ぎ
な
い
。
阮
元
は
こ
の
よ
う

に

『釋
文
』
の
記
述
を
分
析
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
傳
が

「數
」
字
を

「厭
」
に
訓
じ
る
の
は
、
周
南

「葛
覃
」
の

「服
之
無
數
」
句
に
も
見
え
る
か
ら
、

「思
齊
」
に
於
い
て
も
同
様
の
訓
詁
を
示
す
の
は
、
決
し
て
有
り
得
な
い
こ
と
で

は
な
い
。
ま
た
、
毛
傳
と

『
釋
文
』
と
の
關
係
に
つ
い
て

「思
齊
」
に
部
し
て
見

る
と
、
「以
御
于
家
邦
」
句
下
の

「
毛
、
如
字
、
迎
也
」
な
る

『釋
文
』
は
、
「御
、

迎
也
」
と
い
う
毛
傳
に
從

っ
た
も
の
で
あ

り
、
「無
射
亦
保
」
句
下
の

「毛
、
音

亦
、
厭
也
」
な
る

『釋
文
』
は
、
「保
安
無
厭
也
」
と
い
う
毛
傳
に
從

っ
た
も
の

に
相
違
な
い
。
と
す
る
と
、
先
の

「數
」
字
に
關
し
て

『
釋
文
』
が
故
無
く

「毛

は
音
亦
」
な
ど
と
言
う
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
元
來
は
、

阮
元

の
説
く
よ
う

に
、
「數
、
默
也
。
髦
、
俊
也
」
の
毛
傳
が
存
在
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。

因
み
に
阮
元
の
設
は
、
「
孔
の
擦
る
所
の

『毛
詩
』
は
、
正
に
陸
氏
の
穩
す

る

所
の

『
一
本
、
誤
り
て
、
王
肅
の
語
を
以
て
傳
義
と
爲
す
者
』
」
(『毛
詩
後
箋
』
卷

二
十
三

「思
齊
」)
と
逋
べ
る
胡
承
瑛
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
臧
琳
は
、
鄭
箆
の
無
謬
性
を
主
張
せ
ん
が

た

め
に
、
『釋
文
』

の

所
説
を
曲
解
し
、
王
肅
が
毛
傳
を
僞
作
し
た
と
誣
告
し
た
の
で
あ

る
。
『經
義
雑

記
』
中
に
は
、
こ
こ
で
槍
玉
に
擧
げ
ら
れ
て
い
る
王
肅
に
臠
す
る
言
及
寮
し
隷
し



ぱ
見
え
る
。
王
肅
と
言
え
ぱ
、
鄭
玄
と
殊
更
に
樹
立
し
、
自
己
の
所
読
に
構
威
づ

け
を
す
る
筆

め
、
『
聖
證
論
』
な
ど
を
僞
作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
こ
の
王
肅

に
野
す
る
臧
琳
の
態
度
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
鄭
玄
に
野
す
る
臧
琳
の
立
場

ぶ

一
暦
明
ら
か
に
な
る
と
豫
想
さ
れ
る
。

四

王
肅
に
對
す
る
態
度

藏
琳
が
王
肅
を
如
何
に
扱

っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
『經
義
雜
記
』

卷
十
六

「
王
肅
改
玉
藻
記
」
に
檢
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
臧
琳
は
、
先
ず
次
の
よ

う
に

『禮
記
』
玉
藻
の
經
文
と
鄭
注
と
を
掲
げ
る
。

『
禮
記
』
玉
藻

「
君
子
の
、
酒
を
飮
む
や
、

一
爵
を
受
け
て
、
色
洒
如
た
り
」

の
注
に
、
「
酒
如
は
、
肅
…敬
の
貌
。
洒
、
或
い
は
察
に
爲
る
」
と
。
「
二
爵
に

ギ
ノ
ギ
ノ

の
み

し
て
言
言
た
る
斯
」
の
注
に
、

「言
言
は
、
和
敬
の
貌
。
斯
は
獪
ほ
耳

の
ご

と
き
な
り
」
と
。
「
禮
は
、
已
に
三
爵
に
し
て
油
油
た
り
」
の
注
に
、
「
油
油

は
、
覬
敬
の
貌
」
と
。
「
以
て
退
く
」
の
注
に
、
「禮
は
、
飮
、
三
爵
を
過
ぐ

サ
イ

れ
ば
、
則
ち
敬
殺
し
、
以
て
去
る
べ
し
」
と
。

引
き
績
い
て
、

一
連
の
記
述
に
野
す
る

『釋
文
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
王
肅
の

読
を
左
の
よ
う
に
提
示
す
る
。

『
釋
文
』
に
、
「『
洒
如
』
、
王
肅
は
、
『察
』
に
作
る
。
明
の
貌
を
云
ふ
な
り
。

『
言
言
』、
王
肅
本
は
、
『
二
爵
而
言
』
に
作
る
。
注
に
云
ふ
、
『
二
爵
を
飮
め

ば
、
以
て
語
る
べ
き
な

り
』
」
と
。
又
云
ふ
、
「
『言

へ
ば
斯
ち
禮
あ
り
』
の

注
に
云
ふ
、
『
語
る
に
、
必
ず
禮
を
以
て
す
る
な
り
』
と
。
『
三
爵
に
し
て
油

た
り
』
の
注
に
云
ふ
、
『悦
敬
の
貌
』
と
。
『巳
』
及
び
下
の

『
油
』
字
無
き

な
り
」
と
。

以
上
の
鄭
玄
と
王
肅
の
読
を
整
理

す

る
と
、
『禮
記
』
玉
藻
の
本
文
は
、
そ
れ

ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

誠
琳

『經
義
雜
記
』
と
そ
の
時
代
的
意
義

[鄭
玄
本
]
君
子
之
飮
酒
也
、
受

一
爵
而
色
洒
如
也
。
二
爵
而
言
言
斯
。
禮
、

巳
三
爵
而
油
油
、
以
退
。

冖
王
肅
本
]
君
子
之
飮
酒
也
、
受

一
爵
而
色
察
如
也
。
二
爵
而
言
、
言
斯
禮
。

三
爵
而
油
、
以
退
。

か
よ
う
に
全
く
異
な
る
兩
読
を
比
較
し
て
、
藏
琳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
の
三
句
、
皆
、
飮
酒
の
色
を
言
ふ
。
故
に

一
爵
に
し
て
色
洒
如
た
り
。
二

爵
に
し
て
色
言
言

た
る

の
み
。
三
爵
に
し

て
色
油
油
た
る
の
み
。
二
爵
三

爵
、
色
を
言
は
ざ
る
者
は
、
上
文
を
蒙
る
な
り
。
鄭
、
肅
敬

・
和
敬

・
読
敬

を
以
て
之
を
解
す
る
は
、
義
甚
だ
精
な
り
。
『廣
雅
』
釋
訓
に
、
「
言
言
は
喜

な
り
」
と
。
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
、
「由
由
然
と
し
て
之
と
偕
に
し
て
、
自

ら
失
は
ず
」
と
。
倶
に
鄭
義
と
合
す
。
若
し

コ

一爵
に
し
て
言
ふ
」
に
作
れ

ば
、
豈
、

一
爵
三
爵
、
皆
、
言
は
ざ
ら
ん
や
。
此
れ
明
か
に
是
れ
王
肅
、
妄

り
に
改
め
、
以
て
鄭
と
異
に
す
る
な
り
。

問
題
と
な

っ
て
い
る
三
句
に
つ
い
て
、
鄭
注
に
從
い
、
飮
酒
の
際
に
盃
を
重
ね

る
毎
に
變
化
す
る
表
惰

・
態
度
を
示
し
た
も

の
だ
と
す
る
臧
琳
の
解
釋
は
、
文
脈

の

一
貫
性
が
保
た
れ
て
い
る
上
に
、
『
廣
雅
』
と

『孟
子
』
の
記
述
に
よ

っ
て
考

證
の
信
頼
性
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。
卦
し
て
王
肅

の
説
だ
と
、
臧
琳
の
指
摘
す
る

逋
り
、
二
度
目
の
盃
を
受
げ
て
始
め
て
言
葉
を
發
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
脈
上
、

不
自
然
で
あ
る
と
い
う
誹
り
を
冤
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
玉
藻
の
句

の
解
釋
に
關
し
て
は
、
鄭
注
が
勝
っ

て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
、
こ
の
際
、
重
要
で
は

な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
本
條
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
鄭
玄
の
観
と
王
肅
の
競
を

掲
げ
た
上
で
、
王
肅
の
説
に
反
駁
を
加
え
て
論
難
す
る
、
と
い
う
手
法
が

『經
義

ハ
ね
り

雜
記
』
中
で
し
ば
し
ば
取
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
論
難
の
際
に
吐
か
れ
る
言

葉
に
は
、
左
の
如
く
苛
烈
な
も
の
も
あ
る
。

一
九
九
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ロも
と

嘩
乎
、
秦
始
皇
、
書
を
焚
く
も
、
漢
初
の
儒
に
頼
り
て
、
六
經
、
故
の
如
き

を
得
。
王
肅
、
書
に
注
す
る
に
、
祗
だ
鄭
君
の
賢
を
嫉
み
て
、
其
の
上
に
出

で
ん
と
欲
す
。
途
に
其
の
庸
妄
の
見
を
逞
く
し
、
以
て
六
經
を
巓
倒
す
。
肅

の
罪
、
始
皇
よ
り
甚
だ
し
。

(『經
義
雑
記
』
卷
三
十

「皇
矣
傳
考
正
」)

鄭
玄
の
才
能
に
嫉
妬
す
る
餘
り
、
經
傳
に
改
變
の
手
を
伸
ば
し
た
王
肅
の
所
業

が
、
秦
始
皇
の
焚
書
よ
り
も
罪
深

い
も

の
で
あ

る
、
と
ま
で
言
い
放
つ
の
て
あ

る
。な
お
、
付
言
す
る
と
、
前
節
と
本
節

と
て
、
『詩
經
』
と

『
禮
記
』
に
關

す
る

臧
琳
の
考
證
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
段
玉
裁
が
次
の
よ
う
に
評
し

て
い
る
。
詩

・
薩
の
二
經
、
王
肅
、
私
か
に
竄
し
、
以
て
鄭
を
難
ず
る
者
の
如
き
に
至

り
て
は
、
尤
も
至
隱
を
推
見
し
、
墨
疑
を
覺
悟
せ
し
む
。

(『經
義
雜
記
』
敍
録
所
收

「經
義
雜
記
序
」)

か
よ
う
に
段
玉
裁
は
、
王
肅
を
徹
底
韵
に
斥
け
て
鄭
玄
を
辯
護
す
る
姿
勢
に
、

當
初
は
好
感
を
持

っ
た
よ
う

て
あ

る
。
し
か
し
、
同
じ

「經
義
雜
記
序
」
て
も

『經
韵
樓
集
』
卷
八
所
收
の
文
章
は
、
ほ
ぼ
同
文
な
か
ら
、
奇
妙
な

こ
と

に
右
に

引
い
た
部
分
が
創
除
さ
れ
て
い
る
。

一
旦
は
贊
同
し
た
も
の
の
、
後
に
な

っ
て
か

ら
、
臧
琳
の
極
端
な
反
王
肅
の
立
場
に
左
袒
す
る
こ
と
に
躊
躇
を
覺
え
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
。

王
肅
に
樹
す
る
藏
琳
の
攻
撃
は
、
學
問
の
面
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
。
『經
義
雜

記
』
卷
二
十

「
王
肅
信
術
士
」
で
は
、

六
十
二
歳
の
時
、
病
か
篤
く
な

っ
て
妻
に

遺
言
を
求
め
ら
れ

て
も
、
「あ
な
た
は
齢
七
十
歳
を
越
え
、
位
が
三
公
に
至
る
」

ハ
ハ
リ

と
い
う
術
士
の
言
葉
を
信
じ
、
何
も

し
な
い
ま
ま
死
ん
だ
王
肅
に
羯
し
、
先
ず
次

の
よ
う
に
論
評
を
加
え
る
。

此
の

一
事
に
擦
り
て
之
を
觀
る
に
、
肅
は
、
道
を
知
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
獪

二
〇
Q

ほ
庸
碌
た
る
小
人
の
見
を
冤
れ
ざ
る
を
見
る
べ
し
。
…
…
料
ら
ざ
り
き
、
其

の
經
學
、
粗
通
し
て
、
見
る
所
、
此
に
止
ま
る
や
。

臧
琳
の
王
肅
に
樹
す
る
攻
撃
は
、
そ
の
人
格
の
面
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
王
肅

は
、
道
を
知
る
者

で
は
な

い
か
ら
、
學
問
の
面
で
も
狹
い
見
識
し
か
持
ち
得
な

い
、
と
決
め
つ
け
る
。
續
い
て
、
夢
に
現
れ
た
孔
子
の
言
か
ら
自
己
の
命
數
が
盡

ハほ
ロ

き
る
こ
と
を
知
り
、
薄
葬
す
る
よ
う
に
命
じ
て
死
ん
だ
鄭
玄
を
樹
比
さ
せ
、
「鄭
.

王
の
卒
す
る
を
觀
る
や
、
賢
不
肯
定
ま
る
」
と
遞
べ
る
。
臨
絡
に
際
し
た
時
の
所

作
の
相
違
か
ら
二
人
の
品
格

の
高
下
を
剣
定
し
、
そ
れ
を
學
問
の
藏
否
に
結
ひ
付

け
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
來
る
と
、
臧
琳
か
王
肅
に
鍬
し
て
嚴
し
い
態
度
を
取
る
理
由
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
即
ち
鄭
玄
と
樹
立
す
る
王
肅
を
論
破
す
る
こ
と
で
、
鄭
玄
の

正
統
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
肅
に
鞠
す
る
攻
撃
が
熾
烈
な
も

の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
鄭
玄
に
樹
す
る
歸

依
か
そ
れ

だ
け
深
い
こ
と
が
窺
え

る
。以
上
を
要
す
る
に
、
「
正
名
」
の
解
釋
に
於

い
て
、
臧
琳
が
鄭
玄
の
読
を
引
い

た
の
は
、
そ
の
解
釋
が
、
小
學
を
重
観
す
る
自
己
の
學
問
の
性
格
と
合
致
し
て
い

る
こ
と
も
然
る
事
な
が
ら
、
そ
の
読
を
提
出
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
鄭
玄
で
あ

っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
王
鳴
盛
は
、
鄭
玄
に
鍬
す
る
臧
琳
の
姿
勢
を
示
す
た
め

に
、
「奪
信
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

五

鄭
玄
に
對
す
る
評
價
の
淌
長

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
確
に
な
っ
た
臧
琳
の
鄭
玄
信
奉
の
立
場
が
生

じ
る

に

は
、
そ
れ
を
齎
す
何
等
か
の
時
代
背
景
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
歴

代
の
鄭
玄
に
樹
す
る
扱
い
を
概
觀
し
、
臧
琳
の
鄭
玄
尊
崇

の
從
り
て
來
た
る
所
に

つ
い
て
檢
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
歴
代
の
鄭
玄
に
對
す
る
評
價
の
變
遷



と
い
う
の
は
、
餘
り
に
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
紙
數
で
論
じ
鑑
く

せ
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
、
本
節
で
は
孔
子
廟
の
從
覦
に
於
け
る
鄭
玄
の
扱
い
を

申
心
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

一
人
の
學
者
に
つ
い
て
、
從
祀
の
列

に
加
え
た
り
、
外
し
た
り
、
あ
る
い
ば
、
從
祀
の
序
列
を
變
え
た
り
、
と
い
う
操

作
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
時

々
の
學
問
状
況
と
密
接
な
關
係
が
有
る
と
推
測
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ハに
り

漢
代
經
學
の
集
大
成
者
た
る
鄭
玄

は
、
「鄭
氏
學
」
「
鄭
學
」
と
い
う
表
現
が
早

く
か
ら
見
え
る
よ
う
に
、
以
後
の
學
術
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
顯
著

な
學
問
上
の
功
績
を
表
彰
す
る
た
め
、
唐
の
太
宗
は
、
貞
觀
二
十

一
年

(六
四
七
)、

左
丘
明
、
子
夏
、
公
羊
高
他
の
二
十

一
人
と
共
に
、
鄭
玄
を
孔
子
廟
に
從
祀
し
た

(『蕾
唐
書
』
太
宗
紀
下
及
び
禮
儀
志
四
)
。

宋
代
に
入
る
と
、
漢
代
の
訓
詁
の
學
に
臠
す
る
見
方
に
、
從
來
と
異
な
る
傾
向

が
生
じ
始
め
た
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
王
應
麟
は
・次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
儒
よ
り
慶
暦
の
聞
に
至
る
ま
で
、
經
を
談
ず
る
者
、
訓
故
を
守
り
て
鑿
せ

ず
。
『
七
經
小
傳
』
出
で
て
、
稍

≧
新
奇
を
爾
ぶ
。
『三
經
義
』
行
は
る
る
に

至
り
て
、
漢
儒
の
學
を
靦
る
こ
と
土
梗
の
若
し
。
(『困
學
紀
聞
』
卷
八

「經
競
」)

か
よ
う

に
北
宋
の
仁
宗
の
慶
暦
年
聞

二

Q
四
一
～

一
〇
四
八
)
、
具
體
的
に
は

劉
敞

『七
經
小
傳
』、
王
安
石

『
三
經
新
義
』
邊

り
か
ら
、
漢
儒
の
訓
詁
を
離
れ

て
自
己
の
見
識
に
本
つ
い
て
經
書
を
解
釋
す
る
風
が
興

っ
た
。
皮
錫
瑞
が
宋
代
を

「經
學
變
古
時
代
」
(『經
學
歴
史
』
第
八
章
)
と
稱
す
る
所
以

て
あ

る
。
し
か
し
、

そ
の
風
潮
ぶ
鄭
玄
の
從
祀
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
程
で
も
な
か

っ
た
こ
と
は
、
朱

子
が

「鄭
康
成
は
立
派
な
人
で
あ
る
。
禮
の
名
物
度
數
を
研
究
し
て
大
い
に
功
績

ハ
れ
り

を
殘
し
、

一
事

一
事
、
理
解
で
き
な
い
も
の
は
無
か
っ
た
」
(『語
類
』
卷
八
十
七
第

九
條
)
と
稱
す
る
の
を
見
て
も
分
か
る
。

さ
ら
に
明
代
に
下
り
、
靜
坐
な
ど

の
工
夫
に
よ
っ
て
自
己
の
圭
體
性
を
確
立
す

臧
琳

『經
義
雑
記
』
と
そ
の
時
代
的
意
義

る
こ
と
を
目
指
す
心
學
か
發
逹
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
状
況
と
は
異
な
る
樣
相
を

呈
す
る
。
漢
代
の
訓
詁
の
學
に
封
す
る
心
學
者
の

一
般
的
性
向
に
つ
い
て
、
山
井

湧
は
次
の
よ
う
に
逋
べ
て
い
る
。

し
か
し
彼
ら
は
經
書
を
訓
詁
韵
に
研
究
し
て
そ
の
解
釋
を
決
定
す
る
の
で
は

な
く
、
自
己
の
體
認
と
結
び
つ
け
て
そ
れ
を
解
釋
す
る
と
い
う
態
度
を
と

っ

た
。
訓
詁
を
扱
う
の
は

「詞
章
の
學
」
と
し
て
、
む
し
ろ
排
斥
さ
れ
た
ほ
ど

で
あ
る
。

(『明
清
思
想
史
の
研
究
』
二
二
五
頁
)

訓
詁
の
學
を
輕
覗
す
る
心
學
者
は
、
鄭
玄
に
芻
し
て
も
、
從
來
の
學
者
と
隔
絶

し
た
態
度

を
取
る
、
そ
れ
は
、
陳
獻
章

(
一
四
二
八
～
一
五
〇
〇
)
の
語
、
「笑
ふ

莫
か
れ
老
慵
に
著
遶
無
き
を
、
員
儒
は
是
れ
鄭
康
成
な
ら
ず
」
(『陳
獻
章
集
』
卷
五

「再
和
示
子
長
」)
か
ら
端
的
に
窺
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
風
潮
を
受
け
て
、
孔
子
廟
に
於
け
る
漢
儒
の
從
祀
見
直
し
の
議
論
が

起
こ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
と
え
ば
程
敏
政

(
一
四
四
五
～
一
四
九
九
?
)

は
次

の

よ
う
に
述
べ
る
。

鄭
衆

・
盧
植

・
鄭
玄

・
服
虔

・
范
齋

の
五
人
、
行
ふ
所
、
未
だ
能
く
聖
門
を

窺
は
ず
。

:
…
乞
ふ
鄭
衆

・
盧
植

・
鄭
玄

・
服
虔

・
范
宿
を
將
て
、
各

ζ
其

の
郷
に
祀
ら
ん
こ
と
を
。

(『篁
敏
丈
集
』
卷
十

「奏
考
正
祀
典
」)

鄭
衆
ら
の
漢
儒
五
人
の
從
祀
を
止
め
る
よ
う
に
求
め
る
程
敏
政
の
意
見
は
、
弘

治
元
年

(
】
四
八
八
)
に
上
奏
さ
れ

た
。
こ
の
建
議
は
、
嘉
靖
九
年

二

五
三
〇
)

ハほ
ね

に
實
施
さ
れ
た
從
祀
見
直
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
時
の
大
學
士
張
珀
の
奏

請
の
結
果
、
鄭
玄
は
、
林
放

・
蓮
瑳

・
盧
植

・
郷
衆

・
服
虔

・
范
幤
と
併
せ
て
從

祀
の
列
か
ら
外
さ
れ
、
單
に
郷
里
に
於
い
て
そ
の
土
地
の
先
賢
と
し
て
祀
る
に
留

め
る
よ
う
に
格
下
げ
さ
れ
た

(『明
史
』
禮
儀
志
四
)
。

そ
の
後
、
清
代
に
移
る
と
、
從
祀
の
列
か
ら
除
か
れ
た
鄭
玄
に
翼
す
る
名
譽
回

復
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
陸
隴
其

(
一
六
一二
〇
～
=
ハ
九
二
)

二
〇

一



一

日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
九
集

は
左
の
如
き
發
言
を
し
て
い
る
。

漢
儒
郷
康
成
に
至
り
て
は
、
歴
代
從
祀
す
る
も
、
嘉
靖
九
年
に
、
其
の
學
、

未
だ
純
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
改

め
て
郷
に
祀
る
。
然
れ
ど
も
其
の
註
す
る
所

の
詩

・
禮
、
現
今
、
世
に
行
は
る
。
程

・
朱

の
大
儒
も
、
亦
多
く
其
の
意
言

を
採
る
。
恐
ら
く
は
當
に
何
休

・
王
肅
の
輩
と
、
同
に
門
牆
の
外
に
置
く
ぺ

か
ら
ず
。

(『陸
稼
書
先
生
年
譜
』
卷
下
、
甲
子
二
十
有
三
年
條
)

詩

・
禮
の
二
經
に
樹
す
る
鄭
玄
の
注
釋
は
、
今
も
廣
く
流
布
し

て

お
り
、
程

子

・
朱
子
も
尊
重
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
從
祀
の
列
に
戻
す
ぺ
き
だ
と
言
う
の

で
あ
る
。
陸
隴
其
以
外

に
は
、
王
士
碵

二

六
一二
四
～
一
七
一
一
)
が
國
子
監
祭
酒

に
任
じ
ら
れ
た
時
に
上
疏
し
た
言
葉
が
、
孫
星
衍
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

鄭
康
成
、
經
に
注
し
て
百
餘
萬
言
、
史
に
純
儒
と
穩
す
。
唐
宋
よ
り
已
來
、

從
祀
す
。
張
孚
敬

(張
聰
の
別
名
)
に
至
り
て
、
改
め
て
郷
に
祀
る
。
宜
し

く
復
祀
す
ぺ
し
。
(『干
津
館
文
稿
』
卷
下

「資
政
大
夫
經
筵
講
官
刑
部
伺
書
王
公
傳
」)

同
趣
旨

の
言
辭
は
、
朱
舞
奪

(
一
六
二
九
～
一
七
Q
九
)
の

『
曝
書
亭
集
』
卷
六

十

「
鄭
康
成
不
當
罷
從
祀
議
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
名
譽
回
復
の
動
き

を
受
け
て
、
鄭
玄
は
、
瘧
正
二
年

(
一
七
二
四
)、
約
二
百
年
ふ
り
に
從
祀
の
列
に

復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も

っ
と
も
孫
星
衍
は
、
「其
の
後
、
鄭
氏
、
竟
に
復
祀

す
る
を
得
る
は
、
士
幀
の
言
に
由
る
な
り
」
と
逑
べ
、
特
に
王
士
碵
の
影
響
力
が

絶
大
で
あ

っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

臧
琳

(
一
六
五
〇
～
一
七
一
三
)
は
、
右
の
三
氏
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
か
ら
、

清
初
に
顯
著
に
な

っ
た
鄭
玄
再
評
價

の
潮
流
の
影
響
下
に
在

っ
た
と
言

え
る
。

『經
義
雜
記
』
中
に
横
溢
し
て

い
る
鄭
玄
尊
崇
の
立
場
は
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
二

お

わ
り

に

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
在
世
時
に
は
無
名
で
あ

っ
た
藏
琳
淋
、
な
ぜ
沒
後
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
熱
烈
な
歡
迎
を
受
け
た
か
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
經
書
の
字
形

・
字
義
を
確
定
す
る
際

に

『
爾
雅
』
『
親
文
』
を
主
要
な

根
據
と
す
る
態
度
、
及
び
漢
儒
、
特
に
鄭
玄
に
羇
す
る
奪
信
、
こ
の
二
點
に
於
い

て
、
臧
琳
が
乾
嘉
期

の
學
者
た
ち
と
共
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『爾
雅
』
『説
文
』
に
羇
す
る
依
據
は
、
同
時
代
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

前
に
も
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
藏
琳
特
有
の
圭
張
と
は
言
え
な
い
。
臧
琳
の
獨
自

性
は
・
鄭
玄
に
樹
す
る
比
類
無
い
信
奉
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
清

初
に
現
れ
た
鄭
玄
の
名
譽
回
復
の
動
き
か
ら
發
生
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
た
だ

し
、
清
初
に
鄭
玄
を
復
祀
す
る
こ
と
を
圭
張
し
た
陸
隴
其
、
王
士
祺
あ
る
い
は
朱

彝
奪
に
し
て
も
、
鄭
玄
を
好
意
韵
に
評
價
し
て
い
る
が
、
「能
く
古
今
を
參
合
し
、

善
を
擇
び
て
從
ひ
、
後
學
の
法
守
と
爲
す
べ
き
者
は
、
惟
だ
北
海
の
鄭
君

一
人
の

み
」
(『經
義
雜
記
』
卷
二

「論
語
古
丈
今
文
」)
と
述
べ
る
藏
琳
ほ
ど
の
壓
倒
韵
な
傾

倒
ぶ
り
を
示
し
て
は
い
な
い
。
ま
し
て
、
減
琳

『經
義
雑
記
』
の
よ
う
に
鄭
玄
の

説
に
全
面
韵
に
依
據
し
て
經
義
を
解
釋
し
た
書
は
、
清
初
に
於
い
て
他
に
は
見
ら

れ
な
い
。

清
代
に
於
い
て
、
鄭
玄
を
奉
じ
る
態
度
が
い
つ
頃
顯
著
に
な

っ
た
か
、
と
い
う

點
に
關
し
て
は
、
左
に
引
く
戴
震
の
言
葉
が

一
つ
の
目
安
を
與
え
て
く
れ
る
。

今
の
、
學
を
知
る
者
、
經
を
読
き
て
能
く
駸
駸
と
し
て
漢
に
進
み
、
鄭
康
成

に
進
む
。
海
内
蓋
し
數
人
、
先
倡
を
爲
す
。
舎
人

(王
昶
)
は
其
の

一
な
り
。

(『東
原
文
集
』
卷
十
一
「邸
學
齋
記
」)

戴
震
は
、
乾
嘉
期
の
學
術
の

一
つ
の
特
徴
と
も
言
え
る
鄭
玄
奪
崇
の
風
潮
に
つ

い
て
、
減
琳
よ
り
生
ま
れ
た
年
で
七
十
五
年
遲
れ
る
王
昶

(
一
七
二
五
～
一
八
〇
七
)



邊
り
に
そ
の
淵
源
を
措
定
す
る
。
王
昶
は
、
自
分
の
書
齋
に

「鄭
學
齋
」
と
名
づ

け
る
ほ
ど
、
鄭
玄
に
心
醉
し
た
學
者
で
あ
る
。
再
掲
に
な

る
が
、
「余
、
經
を
説

く

に
、
先
師
の
漢
の
鄭
氏
を
以
て
宗
と
爲
す
」
(『蛾
術
編
』
卷
五
十
八

「鄭
康
成
」)

と
述

べ
て
、
鄭
玄
を
經
書
解
釋
の
基
準
に
置
く
王
鳴
盛

(
一
七
二
七
～

一
七
九
七
)

は
、
王
昶
と
は
二
歳
違
い
で
あ
る
。

乾
嘉
期
に
は
、
王
昶

・
王
鳴
盛
と
同
樣
の
言
が
枚
擧
に
遑
無
い
ほ
ど
頻
繁
に
見

ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
臧
琳
の
鄭
玄
重
視
の
立
場
、
延
い
て
は
そ
の
立
揚
に
本
つ

い
て
書
か
れ
た

『經
義
雜
記
』
は
、
乾
嘉
期
の
學
問
の
特
質
、
あ
る
い
は
時
代
精

紳
の

一
端
を
先
取
り
す
る
も
の
だ

っ
た
と
言
え
、
そ
こ
に
臧
琳
の
學
問
が
有
す
る

時
代
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

清
末
の
劉
師
培

(
一
八
八
四
～

一
九

一
九
)
は
、
「武
進

の
臧
琳
、
門
を
閉
ぢ

て

經
を
窮
め
、
奥
義
を
研
覃
し
、
故
訓
を
根
究
す
。
是
れ
漢
學
の
始
と
爲
す
」
(『左

窟
外
集
』
卷
九

「近
儒
學
循
系
統
論
」)
と
述
ぺ
、
臧
琳
を
漢
學
の
創
始
者
と
見
做
す
。

臧
琳
が
直
接
、
他
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
清
代
學

術
の
變
邏
に
獨
す
る
寄
與
の
面
で
は
、
こ
の
評
語
ボ
當

っ
て
い
る
と

は
言
え
ま

い
。
し
か
し
、
臧
琳
の
學
問
は
、
乾
嘉
期
の
學
者
の
主
張

・
精
紳
を
先
取
り
す
る

性
質
を
十
分
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
、
劉
師
培
の
言
葉
は
、
臧
琳
の
學
問
が

持
つ
先
驅
的
な
性
質
を
言
い
當
て
た
も
の
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
別
の
機
會
に
論
じ
た
い
と
思

っ
て
い
る
事
柄
だ
が
、
減
琳

『經
義
雑
記
』
に
は
、
改
竄
競
が
投
げ

か
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
方
東
樹

二

七
七
二
～
一
八
五
一
)
は
、
「
蓋
し

『經
義
雜
記
』、
多
く
は
玉
林
先
生
原
有
の
言
に

出
つ
る
に
非
ず
。
余
、
之
を
前
輩
に
聞
く
」
(『漢
學
商
兌
』
卷
中
之
上
第
十
一
條
)
と

述
べ
て
い
る
。
方
東
樹
と
言
え
ぱ
、
漢
學

・
宋
學
が
そ
れ
ぞ
れ
門
戸
を
樹
て
て
爭

っ
た
乾
嘉
期
に
在

っ
て
、
漢
學
を
徹
底
的
に
攻
撃
し
た
學
者
と

し

て
有

名

で
あ

る
。
こ
こ
で
は
論
證
す
る
遑
は
無
い
が
、
方
東
樹
が
擧
げ
る
改
竄
読
の
證
據
は
、

鍼
琳

『經
義
雜
記
』
と
そ
の
時
代
的
意
義

い
ず
れ
も
読
得
力
を
持
ち
得
て
い
な
い
。
そ
れ
は
兎
も
角
、
方
東
樹
が
改
竄
読
を

提
出
し
た
の
は
、
當
時
の
宋
學
派
が
、
臧
琳
を

「漢
學
の
始
」
と
見
做
し
て
い
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

注(
1
)

賊
琳
は

「子
之
言
祭
」
と
引
用
し
て
い
る

か
ら
、
そ

の
斷
句
に
從

っ
て
訓
驤
し
た

が
、
『
禮
記
』
祭
義

の
原

文
は
、
「
子
之
言
、
祭
濟
濟
漆
漆
然
」
と
區
切

っ
て
讀
む
べ

き
所

で
あ
る
か
ら
、
臧
琳
の
句
饋
は
不
邁
切

で
あ
る
。

(
2
)

『
漢
學
師
承
記
』
卷
二

「江
艮
庭
先
生
」

に
、
「
先
生
精
於
小
學
、
以
許
叔
重
観
文

解
字
爲
宗
、
醗
文
所
無
之
字
、
必
求
假
借
之
字
以
代
之
。
生
罕
不
作
楷
書
。
郎
與
人

往
來
筆
札
、
皆
作
古
篆
」
と
あ

る
。

(3
)

た
と

え
ぽ
、
林
慶
彰

『
明
代
考
擦
學
研
究
』
第
三
章

「楊
愼
」
・
第
十
章

「
方
以

智
」

(臺
灣
學

生
書
局
、

一
九
八
七
年
)

を
參
照
。

(4
)

『
儀
禮
』
聘
禮
疏

に
は
、
「鄭
注
論
語
亦
云
、
『
古
者
日
名
、
今
世

日
字
』
」

に
續
け

て
、
「
許
氏
盟
交
亦
然
」
と

あ

る
。

こ

の
句

の

意
昧
は
不
明
瞭
な
が
ら
、
『
睨
文
解

字
』
自
序

を
擧
げ

て
、
許
愼
が

「
正
名
」
を

「
正
字
」

の
義

で
理
解

し
て
い
る
根
撮

と
す

る
臧
琳
の
圭
張
は
、
こ
の
賈
疏

に
觸
發
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

(
5
)

原
文
を
掲
げ
れ
ぽ

、
左
の
通
り
。

丈
字
者
、
六
藝

之
宗
、
五
激
之
始
。
故
孔
子

日
、
「
必
也
正
名
乎
」
。

(『
魏
書
』
江
式
傳
)

鉉
以
去
聖
久
遠
、
文
字

多
有
乖
謬
、
感
孔
子

「
必
也
正
名
」
之
言
、
乃
刪
正
六
疆

經
注
中
謬
字
、
名

日
字
辨
。

(『北
齊
書
』
李
鉉
傳
)

弦
著
五
經
正
名
十
二
卷
。

(『
隋
書
』
劉
絃
傳
)

筌
蹄
所
寄
、
唯
在
文
言
。
差
若
竜
釐
、
謬
便

千
里
。
夫
子
有
言
、
「
必
也
正
名
乎
」
。

(陸
徳
明

『
經
典
釋
丈
』
自
序
)

(
6
)

王
鳴
盛
が
列
擧
す
る
學
者

の
中
、
注

(
5
)
所
掲

の
引

用
文
中
に
名
前

の
出
て
い

な

い
魏
收
、
李
百
藥
、
魏
徴

は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
魏
書
』
『北
齊
書
』
『
隋
書
』

の
編
者

二
C
三



日
本
中
國
學
會
報

第
四
十
九
集

で
あ

る
。

(
7
)

た
と
え
ば

、
程
樹
徳

『
詮
語
集
釋
』
所
引

の
諸
家

の
設
。

(
8
)

「
揮
」
字
を

「え
ら
ぶ
」

の
義

に

取

る

と
、
そ

の
者

の
言
葉
と
行
動

に
關

し
て
善

し
悪

し
を
選
ぶ
必
要
が
無

い
、

つ
ま
り
、
全

て
の
言
葉

と
行
動

ぶ

道

に
適

う
て

い

る
、
と

い
う
意
味

に
な
る
。

た
だ
し
、
「
擇
」
字

を

「殫
」
字

の
假
借
字

、

つ
ま
り
、

「
や
ぶ
る
」

の
意
味

に
取
る
見
解

も

あ

る
。
た
と
克
ぱ

馬
瑞
辰

は
、
王
引
之

『
經
義

遞
聞
』
卷
四

「揮
言
」

の
考

證
を
踏

ま
え

た

上

で
、
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』
卷

二
十
四

「思
齊
」

に
於

い
て
・次
の
よ
う
に
遞

へ
て
い
る
。

古
、
數

・
擇

・
殫

三
字
、
同
音
逋
用
。
雲
漢
詩

「
耗
數
下
士
」
、
箋

「
蠍
、
敗
也
」
。

數
即
殫
字

假
借
。
説
文

「
殫
、
敗
也
」
、
引
書

「
彝
倫
攸
殫
」
。
今
書
作

蠍
、
鄭
注

亦
訓
爲
敗
。
是
撒

・
殫

一
也
。

馬
瑞
辰

の
言
う
通

り
だ
と
す
る
と
、
鄭

玄
が

「
擇
」
字
を

「
敗
」

の
意
味
で
用

い
て

い
る
可
能
性

も

あ

る
。
な
お
、
『
詩
經
』

の
五
箇
所
に
見
え
る

「
無
數
」

句
の
本
義

を
解
明
し
よ
う
と
す

る
試
み
が
、
前
山
愼
太
郎

「
詩
書
に
見

え
る

『
無
數
』

と
い
う

語

に

つ
い
て
」

(『
佐
藤
匡
玄
博
士
頌
爵
記
念
東
洋
學
論
集
』
所
收
、
朋
友
書
店
、

噂

九
九
〇
年
)

の
中
で
な
さ
れ
て

い
る
。

(
9
)

原
典

で
は
、
字
形
が
似

て
い
る
た
め
か
、
「属

」
字

を

「
厭
」
字

に
作
る
が
、
「
厭
」

字

で
は
文
義
が
逋

じ
な

い
。
文
脈

を
考

え
て

「
属
」
字
に
改
め
た
。

(
10
)

そ

の
種

の
例
は
、
卷
六

「民
無
徳
而
稱
焉
」
、
卷

七

「厩
焚
」
、
卷
九

「
郎
鹿

无
虞
」

ほ
か
、
枚
擧

に
遑
無

い
。

(
11
)

『
三
國
志
』
魏
書
卷
二
十
九

「朱
建

準
傳
」

に
本
つ
く
。

(
12
)

『
後
漢
書
』
卷
六
十
五

「
鄭
玄
傳

」
に
本
つ

く
。

(
13
)

た

と

え

ば

『
三
國
志
』
蜀
書
卷

四
十
二

「
許
慈
傳
」

に
、

「師
事
劉
熙
、

善
鄭
氏

學
」

と
あ
り
、
『
隋
書
』
經
籍
志
に
、
「
王
注
盛
行
、
鄭
學
浸
微
」

と
あ
る
。

(14
)

原
文

「
鄭
康
成
是
箇
好
人
、
考
禮
名
數

大
有
功
、
事
事
都
理
會
得
」
。

(15
)

顧
炎
武

は
、
明
中
期
以
降

の

「
空
疏

不
學
」

の
弊
風
が
嘉
靖
の
從
祀
見
直
し

に
起

因
す

る
と
考
え
、
次
の
よ
う
に
逾

べ
て

い
る
。

二
〇
四

棄
漢
儒
保
殘
守
缺
之
功
、
而
奬
末
流
論
性
談
天
之
畢
。
於
是
語
録
之
書
、
日
墸
月

盆
、
而
五
經
之
義
、
委
之
榛
蕪
、
自
明
人
之
議
從
祀
始
也
。

(『日
知
録
』
卷
十
四

「嘉
靖
更
定
從
祀
」)

[付
記
]

本
稿

の
要
旨
は
、
罕
成

八
年
十
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
中
國
學
會
第
四

十

八
回
大
會

に
於

い
て

「
臧
琳

『
經
義
雜
記
』
と
そ

の
時
代
的
意
義
」

と
題
し
て
口
頭
發

表
濟

て
あ
る
。


